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母 563人，祖父 475 人から回答を得た（有効回答率は祖母 93.8%，祖父 79.2%）。調査時期
は「親調査」「祖父母調査」とも 1993年 7月中旬～下旬である。 
2．回答者のプロフィール 
（1）親調査 




祖父母調査の回答者は，60 代が祖母，祖父とも最も多かったが（祖母 5割，祖父 6割
強），40代・50 代も祖母は 4割強，祖父でも約 2割見られた。最年少は祖母，祖父ともに





























































表 1 孫の子育てに積極的にかかわりたい(%) 





祖母 9.7 17.2 58.9 14.2 
祖父 10 21.7 52.7 15.6 










表 2 孫の世話より自分の生活を楽しみたい(%) 





祖母 13.6 32.4 38.5 15.5 






















     表 3 都市部・郡部別にみた祖父母と孫の望ましいつきあい方（％）       
  いつも一緒が ときどき会う たまに会う 付き合わない 
  よい のがよい のがよい のがよい 
都市部親 23.8 64.9 11 0.4 
郡部親 40.8 52.2 6.6 0.4 
都市部祖
母 
44.9 47 8.1 0 
郡部祖母 66.2 30 3.8 0 
都市部祖
父 
39.6 47.7 11.4 1.3 




















































































の高度成長とともに互助は廃れ，子育ては急速に単相的な状況を呈するようになった 注 2。 
1990（平成 2）年 6月 9日，前年の〈合計特殊出生率〉（ひとりの女性が生涯に産む子
ども数の理論値）が 1.57と発表された。〈丙午（ひのえうま）〉により過去最低であった
1966（昭和 41）年の 1.58を初めて下回ったことから，マスメディアでは〈1.57 ショッ



































































ひょうご子ども未来プランは 2005（平成 17）年 8月，「一人ひとりが生命の大切さ，家
庭や子育ての大切さを考え，だれもが安心して子どもを生み育てることができる地域社会
を実現する」ことを目的として策定された。同プランは 4つの柱と 10のアクションから成
る。このうち祖父母世代による子育て支援の取り組みは，「行動 3  家庭の子育て力の再

























































































者。講座は 120 時間（年 2回）県立嬉野台生涯教育センターにおいて開催され，10年間で














と思います(傍線引用者) 注 9」。 
「初めての孫育て講座〈祖父母の出番〉」と銘打った講座は，2001（平成 13）年 10月




















































































































2020（令和 2）年 10 月，筆者は東播磨県民局主催「東はりま地域子育てネットワーク交
流大会」で講演を行う機会を得た 注 14。参加したのは，兵庫県「子育て応援ネット」加盟















































注 7 1990 年と翌 91年には，兵庫県下 31市町でモデル設置された「子育て学習センタ
ー」（親学習を地域において効果的に実施するための地域の子育て拠点）に両親
教育インストラクターが設置された。  







本経済新聞 11月 1日付）などがある。 






注 11 2003 年，筆者がシニアボランティアを対象に行ったインタビューによる。 
注 12 祖父母世代の“ジェネラリビティ（generativity）”については，田渕恵らの一 
連の研究が参考になる。 
注 13 『日本経済新聞』2014年 2月 19日付夕刊には，「地域で他人の孫を見る，たまご
育てシニアの輪 子どもと絆，若い親の孤立防ぐ」という見出しで，地域の祖父母
世代が他人の孫を「他孫（たまご）育て」の様子を伝えている。 

















援に関する質的研究』第 13号，2008 年 
・田渕恵，小西順子「女性退職者の地域子育て支援への参加・継続動機」『世代間交流学





・『平成 2年版厚生白書』厚生統計協会,1991 年 
・『平成 3年版厚生白書』厚生統計協会,1992 年 




























This paper considers trends in support for child-rearing by the grandparents’ generatio
n, based chiefly on policies in Hyogo Prefecture. In 1993, Hyogo prefecture surveyed the gr
andparents’ generation using a written questionnaire on the rearing of grandchildren. The sur
vey showed that most members of the grandparents' generation desired to have interactive re
lations with their grandchildren more than to care for them and that the perspective of socia
l participation, beyond kinship ties, was important to promotion of the rearing of grandchildr
en. Based on these findings, Hyogo Prefecture has since focused efforts on building systems 
to enable the grandparents' generation to play active roles in their communities, through mea
ns such as holding courses for the senior generation on rearing of grandchildren. The COVI
D-19 pandemic is impacting support for child rearing as well. Perhaps what governments ne
ed to do now is to develop systems to enable the grandparents' generation to use informatio
n and communications technology (ICT) to provide support for child rearing. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
